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美人文化と変身技術

日本の“美人の基準”を世界に広める

こと，それが，私が研究で貢献したい

ことです．「それがなぜ理系なのか？」

それはもう少し読み進めてください．

日本の女性がお化粧で目指す「大きな

目」も「白い肌」も「茶色い髪」も，欧米

人の特徴です．日本の女性は，日本人

の顔に劣等感を持っているように見え

ます．でも実は，日本人には日本人の

美意識があり，日本人もそれにぼんや

り気づいているし，外国人もその美し

さを感じていたりします．曖昧なのが

日本文化の良さでもありますが，論理

的な基準と，それを内在する技術を普

及させ，世界の人に日本人の真似をし

てもらうことがあっても良いのではな

いかと考えます．そこで「理系」の知識

が必要になると考えます．

具体的な研究は，大きく二つに別れ

ます．第一は「“美人の基準”を明らか

にするための調査と分析」です．その

対象は，日本の奈良時代から現代まで

広く渡ります．時代の各時点で，「不

特定多数から注目される人=美人」と

し，それがどのような特徴を持つ人か

を明らかにしています．調査の方法は，

過去は文献調査，現代はフィールド調

査です．分析の方法は，基本的には，

絵画や写真を元に，顔の特徴点や形を

抽出して計測するというものです．た

だしここで重要にしているのは，「元

の人間の顔（すっぴん）」や「化粧や絵

画のデフォルメで変身した顔」のいず

れかを静的に捉えるのではなく，両者

の行き来を動的に捉えることです．

これは私の仮説なのですが，「外見を

変化させる」ことが，日本の“美人の基

準”で重要な意味を持つと考えています．

各時代で注目を集める絵画や写真を調

べて気づくのは，そこに描かれている

同じ時代の女性の顔は，どれもそっく

りだということです．しかしその特徴

は，平安時代は「瓜核顔に細い目」，現

代は「小顔に大きな目」と，時代ごとに

大きく変化しています（図1）．生物で

ある人間の「すっぴん」は，常に多様性

があるはずですし，断続的な進化があ

るとは思えないので，つまりここに描

かれているのは「すっぴん」ではなく，

「外見を変身させた」女性なのだと考え

られます．各時代で美人とは，そっく

りな顔へ「外見を変身させた」人なので

はないかと考えます．世界で注目され

る日本の「カワイイ」の本質もそこにあ

るのではないかと考えています．

第二の研究内容は，「変身装置の開発」

です．変身の道具としては古くから，

化粧や衣装があります．それはリアル

な変身を支援する道具ですが，私が携

わるのはバーチャルな変身です．今，

リアルの変身が，バーチャルの変身を

追いかけるようなことも起きていま

す．例えば，画像処理で実際よりも美

しく変身させるプリクラがあります

が，近年，若い女性達の間では，化粧

をする時にプリクラの自分の顔を参考

にすることがよくあるようです．プリ

クラの写真は，ブログやSNSのプロ

フィール写真に使われることが多いの

ですが，今，バーチャルな「オンライ

ンアイデンティティ」が，リアルなア

イデンティティと同じくらい，あるい

はそれ以上に，人々にとって重要に

なっているので，そういう中で，バー

チャルの変身装置は，今後ますます重

要になっていくと考えています．

これまで例えば，歴史の美人画のよ

うなデフォルメ顔に変身できる装置を

作りました．紙を折るような方法で顔

を変換させるので，その方法を

「ORIKAO METHOD」と呼んでいます

（図2）．また今，取組んでいるのは，

等身大表示でコーディネイトを変身で

きる「SUGATA MIRROR」という装置

です．スマートフォンのカメラとディ

スプレイで自分の姿を確認する「自撮

り」が一般化しつつあります．「自撮り」

によって「手鏡」が「スマートフォン」
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図1 美人顔の歴史分析



に進化しているのだから，「姿見」も

「SUGATA MIRROR」に進化させよう

と考えました．客員研究員として所属

をしている東京大学の情報理工学研究

科の相澤・山崎研究室とシャープとの

共同研究によって行っているプロジェ

クトです．今年の夏はこの装置を，

ファッションブランドのHISUIと協力

して，東京都現代美術館で行われた展

覧会『オバケとパンツとお星さま』の変

身コーナーに設置し，1万人以上の来

場者に利用いただきました（図3）．

小さい頃は算数少女

理系への道の原点は，小学生の頃に

遡ります．私は，走るのが遅いし，給

食を食べるのも遅いし，何をやっても

人よりも劣るので，人と接することに

苦手意識がありました．でもその頃か

らとにかく算数が好きで，算数の問題

を解いている時だけは，いろいろな劣

等感から解放されて，数字だけの美し

い夢の世界にいるようでした．高校生

になっても数学が好きで，家でも，外

でも，英語の時間でも，ずっと数学を

やっていました．『大学への数学』とい

う雑誌を，発売日に本屋さんへ買いに

行くくらいでした．だから何も迷わず

理系に進むことを決め，その頃はまだ

「理学」と「工学」の違いも知らないま

ま，慶應義塾大学の理工学部に入学し

ました．

入学した慶應は，私にとっては，大

学全体が社交場のように見えて，それ

まで数学にしか興味がなかったのです

が，突然，人間や社会に強く興味を持

ち始めました．社会は何に支配されて

いて，人は何を求めて動くのかとまで，

考えるようになりました．そういうこ

とを，数字で理解できないかと考える

ようになりました．それで機械系に進

んで，エネルギーの分野を勉強するよ

うになりました．また慶應の授業では，

福沢諭吉先生の影響かと勝手に考えて

いるのですが，熱工学関連の授業が文

字通り熱かったこともあります．そこ

から産業革命に興味を持って，それに

対して現代に起こる環境問題に興味を

持ち，エネルギーの勉強をしました．

しかし大学院からは，メディアの分

野に専攻を変えました．そのきっかけ

にあるのは，忘れもしない，大学4年

生になる前の3月に日本橋の丸善で，

いつものようにエネルギー関連の本を

漁っていた時，その並びにあった一冊

の本を手にとったことです．そこには

「これからの国力を決定するのは，他

国に対して強制的な軍事力や経済力な

どではなく，世界の人々を引きつけて

やまない文化の魅力にある」という「ソ

フトパワー」の概念が書かれていまし

た．それを読んだ瞬間，ハードパワー

のエネルギーの分野ではなく，ソフト

パワーのメディアの分野の勉強をしよ

う，と気持ちを決めました．そしてす

ぐに，その本の著者であった東京大学

の新領域創成科学研究科の月尾嘉男先

生に会いに行きました．その後博士号

を取得するまで，その月尾先生がいら

した研究室で過ごすことになります．

大学院進学後からはずっと，日本文

化の曖昧な表現が，世界で再現される

ために，論理的に示せないかというこ

とを考えてきました．とくに日本の視

覚文化のデフォルメ表現に着目して，

それを定量的に分析し，再現できるよ

うな技術を作ろうと取組んできまし

た．絵画の構図に注目したり，美人画

の顔に注目したりしながら，今は多く

の女性が目指す「美人」という表現その

ものについて探求しています．今の私

の研究スタイルは，前半は，日本の文

化に関する文献調査やフィールド調査

で，少し民族学に近いものかと思いま

す．データが採取できたら，ものさし

を立てて計量化し，後半は，自分で出

した算数の問題を解いているような感

じです．今でも数字を扱う段階に入る

と，美しい夢の世界にいるようです．

既存の学問分野に収まらず，学会への

寄与があまりできていませんが，この

ように調査や計算をしている時，最高

に楽しくて幸せなことは確かです．

工学男性と工学女性

理系の女性の厳しさを，最初に知っ

たのは大学3年生の時です．理工学部

の頃は，時間的にも，労力的も，実験

に大きな比重をかけていました．実験

は，年度毎に変わるグループで行いま

したが，毎年当然，グループの中に女

性は私一人でした．自分でいうのもな

んですが，試験の成績は良い方で，試

験の前によく友人達に「勉強を教えて」

と頼まれたりしていたので，少しプラ

イドがありました．しかし，実験では，

そのプライドがずたずたに切り裂かれ

ました．

3年生の機械工学の実験で金属切削を

行った時，私は工作機械が怖くて，ど

うしても体がのけぞってしまって，う

まく使うことができませんでした．そ

の結果，他の人が削り出したものは，

滑らかな表面の円柱なのに，私のもの

だけが，まるでネジのようにギザギザ

の醜いものになりました．その上，な
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「美人」の工学的な研究に携わって
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図2 歴史美人顔への変換方法の構築

（ORIKAO METHOD）
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かなか作業が終わらず，一人で居残り

になりました．居残りながら，工作室

の窓の外を見ると，実験を終えて帰っ

ていくクラスメイトが窓越しにこちら

を覗いていて，いつまでも安全メガネ

と作業服を着たまま工作機械と格闘し

ている自分が，すごく惨めだったこと

が忘れられません．金属切削に限らず，

機械工学の実験では私は常に劣等生で，

工学で，男性には一生かなわないので

はないかとういう気分になりました．

理系の女性で良かったこと思うことも

あります．理系の女性には気の合う人

が多いです．女性は一般的に，男性よ

りも感情的であると言われますが，理

系の女性は理性的です．私は小さい頃

から，感情的な人に少しの恐怖感があ

るので，理系の女性は私にとって接し

やすいです（図4）．私は，東大で博士課

程を同時期に過ごした，とくにメディ

ア系の近い分野を専門とする友人達7名

と，女性だけの『CHORDxxCODE』とい

うグループを組んでいます（図5）．理工

学部時代の実験グループとは一変し

て，女性のみのグループです．このグ

ループは，元々は，同じ東大の工学部

2号館を拠点としていたために，偶然

会うとぺちゃくちゃと立ち話をしてい

たおしゃべり仲間です．それを，今は

早稲田大学理工学部で専任講師をして

いる橋田朋子さんが，突然，会議室に

集めたことから，各人の中に，何か社

会的意味を持つグループにしようとい

う意識が芽生えました．

彼女達と接していると，理系の女性

の良い面が表れていると思います．彼

女達の協調性は抜群です．何か一つの

課題について話し合っていても，皆が

誰の話にも「いいね，いいね」と聞き

入って，人の話の腰を折るようなこと

は絶対しません．だから結論が出ない

かというとそうでもありません．彼女

達はよく「競争は嫌い」と言います．集

合体を成立させるために「競争」という

原理を使うことは，理性的なコミュニ

ケーションにおいて比較的簡単です．

でも「協調」という原理は難しいです．

結局，簡単にすませようとすると，「あ

の人好き」，「あの人嫌い」という感情で，

集合体を分裂・統合させないと成立し

ないものです．でも『CHORDxxCODE』

の友人達を見ていると，「協調」という

難しい課題に理性的に切り込んで，意

外と簡単に課題解決してしまったりし

ます．曖昧な現象に，工学的に立ち向

かうことは，男性よりも女性の方が向

いているのではないかと思います．

女性の夢を叶える時代

近年，男性のメーカの方や，工学研

究者の口からも，「美容」という言葉を

聞くことが多いように思います．「人

間の要求を支援する技術の開発」は，

工学の目的の一つかと考えています

が，もしかしたらすでに男性の要求は

充分満たされ，男性までもが，女性の

要求を満たすことに，興味を持ち始め

ているのではないかと考えさせられま

す．もしかしたら，技術発展の新領域

はそこにあり，これからのイノベー

ションで重要な役割を果たすのは，男

性でも，文系女性でもなく，理系女性

かもしれないなど夢を描きます．

理系女性が企業の技術発展に貢献し

た例として思いつくのが，プリクラ

メーカのフリューの方から聞いた話で

す．フリューは，プリクラメーカで最

も大きいシェアを持つ企業です．その

要因の一つは，女子高生達が「うつり

が良い」と評価する，美しく変身する

ための画像処理技術です．フリューは

最初から今のような売上だったわけで

はなく，流れを変えたキーパーソンに，

理系女性がいると聞きました．フ

リューはオムロンから独立した企業

で，その文化を引き継ぎ，元々技術系

の男性社員ばかりであったといいま

す．プリクラの開発も技術系男性のみ

で行っていましたが，ある時初めて正

社員の女性が入社しました．彼女も理

系で，大学でロボット工学を専攻して

いた稲垣涼子さんです．最初プログラ

マーとして採用されましたが，途中か

ら企画を担当するようになりました．

それまで男性だけで開発していた時

は，新商品には必ず新しい技術を入れ

ることが暗黙の了解のようでもあった

そうですが，彼女は技術的に特別に新

しいことはないけれど，ユーザにとっ

て魅力的だと考えられる新しい機能を

入れた新企画を出したそうです．社内

の反対はありながらも生産されると，

それが爆発的なヒット商品になりまし

た．その後，企画は必ず女性が担当す

るようになり，女子高生が評価するフ

リューのプリクラの画像処理は，どん

なユーザをも理想的に美しく変身させ

ながら，不自然にならない，世界で類

を見ない高度な技術になっています．

女性が求める「美しくなりたい」のよ

うな要求は曖昧です．しかしそれを支援

する技術を作るためには，曖昧なものを

定量的に理解して，具体的な技術目標に

変えることが必要です．そこで，理系の

女性が重要な役割を果たすことになると

考えます．女性が強く要求したことは，

意外と，これまで表面化していなかった

だけで，人間全体の潜在的な要求である

可能性もあると考えます．
（2013年9月17日受付）

輝け！ リケジョ：（第4回）久保友香

図4 理工学部での女性の友人達と

図5 CHORDxxCODEの友人達と


